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［成果情報名］ 

ウシの採卵における人工授精適期について 

 

［要約］ 

黒毛和種雌牛の採卵における人工授精を無線送信歩数計の授精適期を指標におこ

ない、その後の採卵成績を従来の定時人工授精プログラムによる採卵成績と比較した。

その結果、回収卵数および正常卵数に差はなく、Aランク卵率が歩数計を指標にした

授精で有意に低かった。 
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［背景・ねらい］ 

 受精卵移植（ET）技術による熊野牛の改良と増産を促進するには、優秀な牛に過剰

排卵（SOV）処理後、人工授精および採卵をおこないできるだけ多くの体内受精卵を

回収する必要がある。SOV処理に対する反応性は個体差が大きく、反応する卵胞の数

によって排卵のタイミング、ひいては人工授精適期が異なる可能性が考えられるため、

採卵における授精適期について検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

SOV 処理後、従来の定時授精採卵プログラムにより採卵をおこなう対照区および無線送

信歩数計（牛歩 Lite、コムテック）の授精適期を指標に人工授精して採卵をおこなう試験

区の 2 区を設定し、採卵成績を比較した（図 1）。黒毛和種雌牛 5 頭を供試し、対照区から

試験区あるいは試験区から対照区の順に採卵をおこない、延べ 10 回の採卵をおこなった。

その結果、試験区で歩数計の示す授精適期は供試牛 5 頭すべてで定時プログラムより早か

った（表 1）。回収卵数および正常卵数に有意な差は認められなかったが（表 2）、A ランク

卵の割合は試験区が有意に低かった（表 3）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

・今回試験区はGnRHを投与していないため、GnRHと歩数計の併用を検討する必要があ

る。 

 



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 採卵スケジュールの比較  

 

表1 試験区のAIと定時AIプログラムの時間の差 

供試牛 A B C D E 

時間の差 -19.5 -19 -10 -18.5 -1 

                        （単位：時間） 

表2 採卵成績への影響 

区分 供試頭数 回収卵数 正常卵数 

対照区 5 12.4 ± 11.5 6.2 ± 5.8 

試験区 5 15.6 ± 12.2 5.8 ± 3.8 

 

表3 回収卵の品質への影響 

区分 回収卵数 

回収卵の品質別個数（%）                  

A B C 変性+未受精卵 

対照区 62 11(18%)a 15(24%) 5 (8%) 31(50%) 

試験区 78 3 (4%)b  16(21%) 10(13%) 49(63%) 

                        a-b : p<0.01 
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